
令和6年3月5日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。
４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。
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１：
70%
未満

B

・年２回の「早寝早起き朝ごはん月
間」を設定し、チェックカードを用い
て、児童の生活を見直す機会を作り、
保護者と連携して取り組んでいる。
・栄養士や養護教諭による、給食指
導、保健指導を行い、児童に好き嫌
いなく食事をとることの大切さを指導
している。
・今年度は、校舎増築工事によって、
第一校庭での運動や遊びを行うこと
ができなかったが、年３回の業間体
育により運動に取り組む機会を増や
したり、第二校庭だけでなく体育館を
休み時間に開放することで、児童が
体を動かす機会を増やすように計画
実施し、体力の向上を図ってきた。

1

児童アンケート「毎日
の授業が分かりやすく
楽しい」と回答した割合

児童アンケート「すすん
で外で遊んだり、体つく
りをしたりしている」と
回答した割合

Ａ

保護者アンケート「指
導内容や指導方法を
工夫して分かりやすい
教え方をしている」と回
答した割合

5

Ｂ

３：
80%
以上

２：
70%
以上

４：
90%
以上

４：
90%
以上

３：
80%
以上

２：
70%
以上

保護者アンケート「保
護者や地域からの声を
受け止め、誠意をもっ
て対応している」と回答
した割合

目標に対する成果指標

２：
70%
以上

４：
90%
以上

4

6

3

学校関係者記入欄

5

4

令和５年度　大田区立高畑小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇学校規模　　〔児童数〕８２５名　　　　　〔学級数〕２６学級　　　　　〔教員数〕３４名
〇学校状況　　〔環境〕近くに多摩川が流れ、教育活動に活用している。近隣に大型マンション等の建設が進み、近年児童数が増加している。教室等の確保のため、第一校庭に増築校舎を建設中。
 　　　　　　　　　〔特色ある教育活動〕　１　　「高畑スタンダード」を基本とした学習指導・生活指導を展開することで、全学級共通の学習・生活の基本的態度を定着させ、学習の基礎基本の習得・定着を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　二つの校庭を有するなど区内屈指の恵まれた学習環境を活かし、体育授業や全校での取組等を充実させ、体力の向上を図る。

保護者アンケート「心
の成長を考えた活動を
積極的に行っている」と
回答した割合

8

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4
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あ
る
教
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く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・新型感染症の流行が収まりを見
せ、地域の行事やPTAの活動が少し
ずつ戻ってきた。
・本校は開校７０周年記念式典を通し
て、児童の愛校心を育てるとともに、
地域と連携・協力をすることができ
た。

・今年度はＰＴＡ行事、地域行事が行われ、子どもたちのたくさんの笑
顔に出会えた。
・新しいマンションの住民も増えて、ここがどんな地域なのか、どんな人
たちが住んでいるのか、どんな人たちが児童を見守り、サポートしてく
れているのかを、教職員・保護者・児童が知らないと感じた。たとえば
「仲六郷四丁目町会」の方々は毎水曜日の朝の登校の見守りを17～8
年続けている。すごい活動と思うし、大切な活動と思うのだが、とりあげ
られていない。地域の中の学校を大切にしてほしい。
・地域行事やＰＴＡ活動が徐々に戻ってきているが、一度活動の休止期
間が長いとすぐには修復するのに時間が要する。１つ１つ対処し、地域
の活性化を願う。そして教育の余裕が少しでも出来れば良いかと思う。
・感染症が収まり、無事に各行事が行う事ができ喜ばしい。
・祝賀会はできなかったが、７０周年記念式典が成功して良かった。お
疲れ様。
・地域のイベント、行事、防災、防犯活動はなんのために行っている
か。それは"子どものふる里づくり"。この地域に"生まれ""育って"よ
かったと子どもが思えるようになれる一助が町会、大人の役目だと考え
ている。
・ＰＴＡ３校７０周年祝賀として多摩川河川敷での打ち上げ花火、すばら
しい。ＰＴＡの行動力、勉強になった。児童に花火の楽しさが伝わり、７０
周年行事として記念になったのではないか。学校、ＰＴＡ、町会も協力し
て行動することが大切。
・夏休みわくわくスクールなどの企画に教員側も積極的に関わって欲し
い。
・「働き方改革」に従うだけでなく柔軟に対応して、地域行事などに学校
側も参加する姿勢が必要と思う。
・ＰＴＡの保護者は、将来の町会で活躍できる存在なので、地域と保護
者・先生が仲良く一体感を持って子どもに接してほしい。町会の高齢化
はかなり進んでいる。
・ＰＴＡ活動について、何が必要で何が不要で何がなくしたらよいのか、
学校側からも見解がほしい。
・CSに向けての準備が必要になってくると思う。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B
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３：
80%
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

開校70周年記念行事を学校と家庭と地域
で連携・協力して行い、学校や地域の良さ
や特色に気付き、伝統を受け継ぐとともに
より良くしていこうとする児童を育てられる
よう指導する。

4

3

２：
70%
以上

１：
70%
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ
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ン
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学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

朝学習や朝読書の時間を活用し、基礎的
な計算力、語彙力の向上を図る。

１：
70%
未満

4

体育的行事、クラブ活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を推
進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

「高畑スタンダード」を活用するとともに教
員間の連携を密にし、全学級・全教員が質
の高い指導を心掛ける。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

毎月の安全指導や避難訓練で、児童に自
ら進んで安全に生活しようとする態度を指
導する。また、安全点検を確実に実施し、
環境改善に努める。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

教員や学習補助員等による算数の補習を
実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

業間運動・高畑ストレッチの実践を通して
体力向上を促し、体育スタンダードの徹底
を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・朝学習、自主学習のように継げていく学習を各学年で続けて
いることは評価できると思う。
・児童のタブレットPCの習熟度はどうなのか知りたかった。
・児童一人一人にタブレットPCの活用により、今後も学力の向
上を期待。その反面、活字離れが進まない様に注意しなが
ら、今後もよろしくお願いしたい。
・一人ひとりが意欲をもって学習している様子。これからも積
極的な方向へ行くようご指導願う。
・各個人の能力の差はマチマチ。といって一人ひとりに別々の
カリキュラムで学習することは難しいと思うので、何組かのグ
ループ分学習をしてはどうか。
・基本的な学習習慣を身に付けることは今後に向けても大切
なことを児童だけでなく家庭にも理解して欲しいものである。
・タブレットも授業に浸透し、新しい授業方法なども機会があれ
ば見学したい。
・児童ひとり一人の能力差・学力差がある中で、全教科の学
力向上は難しい課題であると思う。
・教員にも得意不得意があると思うが、教員同士のつながりで
努力している。
・タブレットPCや教科書が重過ぎて、安全で楽しい登校を大い
に阻害している。荷物を減らすことに取り組んでほしい。

・区の学習効果測定をもとにし、今年
度版の授業改善プランを作成し、各
自が指導に生かしている。学習効果
測定を行った全児童に学習カウンセ
リングを行い、課題を確認した。ま
た、学習効果測定で苦手だった項目
に関しては、朝学習の時間などを
使って定期的に、指導をしている。内
容に関しては、毎週設定されている、
学年会などで、共通理解を図ってい
る。
・学び合いのツールとして、児童一人
一台タブレットPCを活用している。ま
た、タブレットドリルなどを使い、児童
のつまずきに対応している。

6
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4

１：
70%
未満

・様々な形で不登校等の児童への対応をしているが、実際の
状況はどうなのか、成果は出ているのだろうか。
・授業中以外での児童の関係はどのようにされているのか。
校外に関しては保護者責任になるのであろうか。そのあたり
の児童に関する情報は保護者に周知されているのか。公園で
の様子を見て危ういものを感じることがあった。
・異学年の交流をされているとの事だが、世代間の交流に役
立つ教育であり、将来に期待するので今後も継続してお願い
したい。
・不登校児童の増加があるとの事だが、核家族化社会の現れ
だと以前聞いた事がある。教育環境の情報共有が大事。
・「心の育生」、とても高尚な教育指導だと思う。いろいろな対
策や工夫したケア等が伺える。
・知育、体育は学校関係でできると思うが、徳育(豊かな心の
育成)は学校関係、保護者、地域住民が一体となって取り組ま
なければ難しいと思う。
・いじめはあってはいけないことを教えることが大事。
・教師による人の生きる楽しさ、悲しさを言葉できちっと教える
ことが大切。
・集団生活が存在すると様々な形で順位付けが発生するが、
特に携帯電話などの普及に伴う表面に現れ難い行動には注
意を払って欲しい。保護者にも「いじめ」は様々な形があること
を周知すべきである。
・いじめや不登校の問題は原因の究明は難しいとは思うが、
児童とどう向き合うか？児童同士の解決策の模索等を試みる
か？親とどう接するか？特に卒業生には学校を好きな状態で
卒業してもらいたい。
・いじめ対策について、平常時の動きとしては十分に思う。深
刻ないじめが発生した場合のプラン(警察との連絡など)も整え
てほしい。
・PTAや地域をもっとからめて行うとよいと思う。

・児童数の増加、新校舎建設のためにグラウンド減、などの状
況の中で工夫して運動する時間、空間を作っていることを感じ
ている。
・食育は子どもたちだけで育てられる(学べる、身につく)もので
はないので、是非保護者にも具体的に発信してほしい。
・校舎の増築で運動する場所に不便さがあったと思うが、これ
を基に校庭での運動することの楽しさが児童に継がるといい。
・第一校庭が使用できない分、工夫をこらし、体を動かす機会
を増やした事は評価できるが、「３:80%」はしょうがないとは思
う。後はアンケート回収率が54%も気になる(全評価共)。
・体育、体力向上は"健康を促進""知力の向上"に繋がること
を児童に徹底させることが大事ではないだろうか。
・学校外の公園、多摩川河川敷で遊びをおぼえる指導をする
ことで能力や体力向上につながるのではないか。
・基本的な生活習慣は、将来へも関連するので、家庭と上手
にスクラムを組んで進めて欲しい。
・子どもの成長に重要なのが食育で、コロナ禍では黙食であっ
たと思うが、やはり給食は楽しく食べてほしい。星形のにんじ
んはアイデアだと思う。
・児童１人あたりの校庭面積はかなり狭いと思うので、引き続
きの工夫をお願いしたい。
・来年度は第一校庭も戻ってくるので、よりよくなると思う。

・教職員の不足が様々なことに影響していたのではないか。
・来年度は正規人数でのスタートになり、児童ひとり一人が安
全・安心に学校生活が送れるようにして頂きたい。
・児童数が大々的に増加して、若い先生も増えて、たいへんだ
と思われるが、タテヨコの連携を計っている事が伺え、教員間
の指導を受けながら頑張ってほしい。
・新しい教育法の導入などが今後も求められていくと思うの
で、教員同士の研修は必要と思われる。
・特別支援校内委員会で取り上げられたことが高畑小でどの
ように役立つのか興味を持った。
・小規模校に比べ、高畑は教員数も多いと思うので、先生同
士のコミュニケーションを通じて、しっかり自分の弱点を理解
し、指導力の向上に努めてほしい。
・OJTとOFFJTをうまく使い分け、今後もよりよい教育環境づく
りをお願いしたい。
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・子どものこころサポート月間を、年
に３回設定し、全児童による「いじめ
アンケート」や高学年による「学校生
活調査」、３年生以上による「Web
QU」を行っている。調査の結果を基
に個人面談を行って、児童の心のケ
アに務めている。
・不登校児童に対して、臨機応変に
ケース会議の実施、毎月定期的に行
う「不登校防止・いじめ対策委員会」
を行って、情報の共有を行っている。
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・主任教諭が自らの経験や実践を伝
える場としてのOJTの機会を作り、教
員同士の指導力向上を図っている。
・体育・健康教育地区公開講座では、
各クラスが学校公開で保健体育の授
業を公開している。また、その後に健
康教育地区公開講座を行い、保護者
との連携を図り、共通理解の場として
いる。
・月に一回設定されている、特別支援
校内委員会で話題になったことを、各
学年会を通して共通理解し、指導に
役立ててきた。

３：
80%
以上

２：
70%
以上

１：
70%
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語専科教諭が中心となり、外国語教
育指導員を効果的に活用するなどして、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

保護者アンケート「体
験的な学習やものづく
り教育を取り入れ、子
供の興味関心を高めて
いる」と回答した割合

４：
90%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・今年度は様々な校外活動が予定通り行われ、児童の体験の
幅が広がり良かった。
・読書冊数が区内平均より多いとのこと、嬉しく思う。活字離
れ・本離れの昨今だが、読書の機会をこれからも作っていって
ほしい。
・未来を生きる子どもたちの為、いろいろと考え工夫をされて
いる活動が伺え、評価に反映されている。先生方の努力の
賜。
・読書強化の取り組みはすばらしい。
・いろいろな体験をすることで活動範囲が広がると思う。専門
家をまじえての授業は大切。今後も期待している。
・小学生時代に様々な体験活動に取り組むことは大切なの
で、事前準備は大変だと思うが、継続して欲しい。
・理科支援員は専属として確保できていないなら心配である。
・コロナ禍でＩＣＴの役回りは重要になっている中で、教員の方
のアプリ起動数第１位はすばらしいと思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：
80%
以上

Ｂ 3

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3
１：
70%
未満

Ｄ国語科の校内研究を中心に、互いの考え
を伝え合う力を高める授業を実践するとと
もに、読書学習司書を活用した読書活動の
充実を図る。

4

4

・生活科や総合の時間を中心に、で
きる限り体験活動を実施することが
できた。理科の支援員による支援を
受けることはできなかったが、「A物
質・エネルギー」の領域で、それぞれ
の学年は、ものづくりを行うことがで
きた。国語の学習では、読書月間を
設定し、自主性をもって読書活動に
取り組むことができた。
・学校地域支援本部や読み聞かせの
会と連携し、ゲストティーチャーによる
授業支援を得て、授業を展開できた。

Ａ 6


